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石桜同窓会
盛岡　市長田　町
岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

ト
、
頚
㌢

、

平成14年度石桜同窓会

冶金終わるィ
平
成
1
4
年
度
の
石
桜
同
窓
会
総
会
は
、
1

0
月
1
8

日
（
金
）
午
後
6
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
の
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
60
名
が
出
席
、
会
務
報
告
、
決

算
、
予
算
案
が
毒
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

総
会
は
事
務
局
の
武
田
共
和

氏
（
新
2
1
回
）
の
司
会
で
開
会
。

村
上
照
五
郎
（
新
2
回
）
会
長

が
登
壇
し
て
挨
拶
し
た
。
ま
た
、

来
賓
挨
拶
で
は
岩
手
奨
学
会
理

事
の
遠
藤
貫
中
元
校
長
（
旧
1

回
）
が
登
壇
さ
れ
た
。

議
長
に
は
長
谷
川
哲
吾
氏
（
新

1
3
回
）
が
選
ば
れ
審
議
に
入
り
、

平
成
13
年
度
会
務
報
告
、
一
般

会
計
決
算
報
告
及
び
特
別
会
計

決
算
報
告
、
ク
ラ
ブ
強
化
育
成

基
金
報
告
、
監
査
報
告
、
1
4
年

度
事
業
報
告
、
一
般
会
計
予
算

案
、
特
別
会
計
予
算
案
等
が
審

議
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

つ
い
で
会
計
値
上
げ
の
案
件

に
移
り
事
務
局
が
説
明
、
さ
ら
に

村
上
会
長
か
ら
9
月
1
3
日
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
で
検
討
さ
れ

た
改
正
案
が
示
さ
れ
、
現
在
の
会

資
か
ら
二
千
円
値
上
げ
を
し
、
入

会
金
五
千
円
（
現
行
三
千
円
）
、

終
身
会
費
七
千
円
（
現
行
五
千
円
）

と
す
る
こ
と
を
全
員
三
越
承
し
た
。

ま
た
、
学
校
側
か
ら
八
十
万

円
の
補
助
金
に
つ
い
て
継
続
の

要
請
が
あ
り
、
横
立
金
に
余
裕
は

な
い
が
、
会
費
値
上
げ
の
件
も
あ

り
、
1
年
の
み
協
力
す
る
こ
と
も

諒
承
さ
れ
た
。

議
事
は
以
上
で
終
了
し
、
事

務
局
よ
り
次
の
3
点
が
報
告
さ

れ
た
。

☆
村
上
会
長
文
部
科
学
大
臣

表
彰
垂
彰
に
つ
い
て

（
2
面
に
別
掲
）

☆
同
窓
会
バ
ス
活
躍
中

（
3
両
に
別
掲
）

☆
C
D
の
販
売
状
況

前
号
で
紹
介
し
た
「
校
歌
・

応
援
歌
集
」
は
、
販
売
か
ら
1

年
が
経
ち
、
1
0
月
現
在
、
同
窓

会
で
は
2
0
2
枚
販
売
し
た
。

在
庫
は
2
2
0
枚
ほ
ど
あ
り
、

今
後
、
新
入
生
に
も
販
売
し
て

い
く
が
、
追
加
製
作
の
体
制
を

と
っ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
方

に
宣
伝
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
会
閉
会
後
、
部
屋
を
変
え

て
懇
親
会
が
桑
原
伸
行
氏
（
新

2
2
回
）
　
の
司
会
で
開
会
。
最
初

に
、
学
校
紹
介
の
ビ
デ
オ
上
映

が
行
わ
れ
、
次
い
で
村
上
会
長

か
ら
総
会
が
無
事
終
了
し
た
こ

と
の
報
告
と
東
京
同
窓
会
が
本

年
2
0
周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
こ

と
が
挨
拶
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

菊
地
校
長
は
祝
辞
の
中
で
、

学
校
側
か
ら
の
補
助
金
の
継
続

要
請
が
総
会
で
可
決
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
感
謝
の
意
が
述
べ

ら
れ
た
。
ま
た
、
少
子
化
の
時

代
を
迎
え
、
例
年
よ
り
一
学
級

減
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
打
開

す
る
た
め
、
学
校
側
と
し
て
も

最
大
限
努
力
し
て
い
く
が
、
同

窓
会
の
援
助
も
お
願
い
し
た
い

と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

井
藤
博
氏
（
新
2
回
）
の
発

声
で
乾
杯
の
あ
と
、
第
4
9
回
N
H

K
杯
全
国
高
等
学
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
健
良
貨
（
第
4

位
）
に
輝
い
た
映
画
部
の
作
品
が

上
映
さ
れ
、
喝
采
を
浴
び
た
。
し
ば

し
懇
談
の
中
、
小
枝
指
博
氏
（
新

9
回
）
、
田
中
義
男
氏
へ
新
8
回
）
、

斎
曹
夫
氏
（
新
1
3
回
）
の
テ
ー

ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
中
村
一
氏

（
新
1
9
回
）
の
音
頭
で
参
加
者
全

員
の
校
歌
斉
唱
、
エ
ー
ル
が
声
高

ら
か
に
会
場
に
響
き
、
閉
会
し
屯

な
お
、
昨
年
の
総
会
で
承
認

さ
れ
た
通
り
、
今
年
度
は
懇
親

会
の
企
画
・
運
営
は
〝
2
″
　
の

つ
く
回
生
が
担
当
し
た
が
、
来

年
度
は
〝
3
″
の
つ
く
回
生
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

冨喜雷雲冨
墓
蛋坂東村藤

藁護符彗誓

花桑杉井

年一度の総会に参集の0日

熱心な審議で可決

村上同窓会長　壮味な遠藤元校長

司会の桑原君　　菊地校長挨拶

平 成 1 3 年 度 決 算 報 告 書

l　 一・般 会 五十

収 入 の 郡

束斗　　　 l∃ 挽さ　 ：頂：　ヲ桁 3匹l】旋1 3 fF J守 や Ⅲ 粕
会　　　　　　　　　　 絆 1 ＿3 1 0 ＿0 0 tI 1 ＿3 1 5 ＿O n n

K　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r 78 6 ＿0 0 0 7 8 9 ＿0 0 0
絞　 全　 会　 ギ幸　 代 40 0 ＿0 【）0 5 0 0 ＿0 【）0
刑 l　　　　　　　　　 子 8 1 l J ）D O
召使　　　 月貰　　　　 人 2 3 2 ＿0 0 1） 2 0 0 ▲0 0 II
細　　　　 爵賞　　　　 金 19 0 ＿7 0 5 19 0 ＿7 r15
†汗　　　　　 入　　　　　 金 6 【lD ＿0 0 0 0

諾十 3 ＿5 1 8 ＿7 8 6 2 ▲9 9 5 ＿7 0 5

支 出 の 那

食　　　　 こ取　　　　 電■ 6 7 1 ＿9 5 5 7 0 【）＿0 0 0
石 糧 食　 補　 肋　 命 2 5 0 ＿0 llD 2 50 ＿0 0 0

・』■■m 4 4 7 ＿3 6 6 4 0 0 ．0 0 0
J∬　　　 q i　　　 甜 7 6 ＿3 1主4 7 0 ＿O D tl

H　　　　　 ▲・ 6 0 1 ＿1 2 5 6 【）0　0 0 0
召事　　　　 瀾　　　　 t ■ 7 4 ＿6 2 II 3 0 ＿0 0 0
！8　　 和　　 事　　 竺弓 G tL 0 0 0 6 0 ▲0 0 0
受圧　　　　　　　　　　　 ℡ 5 7 3 ＿0 3 6 6 0 0 ＿0 0 0
古　 p　　 I首相 1 0 0 ．0 0 0 10 0 ＿0 （IO
謎と　　　 i二道　　　　 命 6 n lL fIO O 0
一　　　　 箱j　　　 ・■ 0 18 5 ＿7 0 5
一合　　　　　　 諾十 3 ＿4 5 4 ．4 8 6 2 ＿9 9 5 ＿7 0 5

日　 特 別 会 ■l・

収 入 の 邪

斜　　　 l∃ q　　　　－　　　　l◆ 斗 山戊 1 3 句三f謬こ羊毛ユ栢
－ 舶度甜 ト上 り鮎 l入 10 0 ＿0 【）0 1 110 ＿0 （）0
雇Il　　　　　　　　　 子 3 2 5 1 ＿0 0 0
i占亘　　　　 房　　　　 d ケ 6 0 0 ＿0 0 0 0
l 票 ■■■鷺沼■『『悶 7 3 8 ＿3 9 7 7 3 S ▲3 9 7
合　　　　　 il十 1 ＿4 3 IL 7 2 2 8 3 9 ＿3 9 7

支 出 の 部

－　 紺　 舎　 」十　 へ 1　　　　 6 II0 ＿l川 0 1　　　　　　　　　　　　 0
名　　 親　　 日 J　 舶Il l　　　　　　　　　 n l　　　　　　　　　　　　 n
i占i　　　 i嘉　　　　 てお 1　　　 10 0 ＿u q O l　　　　　　 IO P ＿∩【ln

詔 ‾ 1　　　　 7 110 ．0 0 け 1　　　　　　 10 n ．n n n

平 成 1 4 年 度 予 算

Ⅰ　 － 般会椚・
収入 の郵

科　　　 目 本年度 予弾 鶴 平成 13年度 や卯怒i
会　　　　　　　　 費 1，778 ．0 00 1 ．3 15 ．000
入　　　 会　　　 金 1．270 ．0 00 78 9 ．000
総　 会　 会　 券　 代 500 ．0 00 51）0 ．000
利　　　　　　　　 子 1 ．0 00 1 ．000
雑　　　 収　　　 入 200 ．0 00 20 0 ．000
繰　　　 越　　　 金 64 ．3 00 19 0 ．705
合　　　　　 計 3 ，813 ．3 00 2 ．99 5 ．705

支 出の部
会　　　 こ過　　　 疎 700 ．0 00 70 0 ．00【l
石 桜 会 補 助 金 250 ．0 00 25 0 ．000
印　　　 刷　　　 哲 400 ．0 00 40 0 ＿000
J裏　　　 弔　　　 賢 70 ．0 00 7 0 ．000
i鴎　　　 侶　　　 汗 600 ．0 00 60 0 ．000
三野　　　 j防　　　 賓 50 ．0 00 3 0 ．000
事　 務　 手　　 当 60 ．O l）0 6 1L OnO
雑　　　　　　　　 費 600 ．0 00 60 0 ．000
特 別 会 計 轟尉 入 900 ．0 00 10 0 ．000
予　　　 価　　　 弾 183 ．3 00 18 5 ．7（〕5
合　　　　　 三汁 3 ．813 ．3 00 2 ．99 5 ．705

ⅠⅠ　 特 別会】什

1収入 の部
科　　　 目 水年度 予鉛 密i 平成 13年度 予 j謀摩i

一般 金吾十よ り細 入 9 00 ．0 00 10 0 ．000
利　　　　　　　　 子 1 ．0 00 1 ．000
返　　　 戻　　　 金 0 0
撫　　　 超墓　　　 金 738 ．7 22 73 8 ．397
A　　　　　 7汁 1．6 39 ．7 22 83 9 ．397
支出 の部

返　　　 戻　　　 金 1　　　 9 00 ．0 00 10 0 ．000
合　　　　　 冒十　 1　　　 9 00 ．nlI0 10 0．000

販
売
価
格
　
　
　
－

1
枚
二
千
円
（
税
込
）

昨
年
1
0
月
に
待
望
の
C
D
が

完
成
し
、
理
事
会
や
総
会
で
は

受
付
で
校
歌
応
援
歌
が
流
さ

れ
、
石
桜
同
窓
会
の
雰
囲
気
が

さ
ら
に
意
気
高
揚
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
桜

の
季
節
の
校
舎
・
石
割
桜
と
大

変
良
く
で
き
て
お
り
ま
す
。
各

支
部
総
会
や
、
ク
ラ
ブ
の
O
B

会
・
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
C
D
を

流
し
た
り
、
販
売
も
し
て
お
り

ま
す
。
ど
ん
な
集
ま
り
で
も
ご

用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要

枚
数
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
　
（
残
部
は
お
返
し
頂
い
て

結
構
で
す
）
。

昨
年
の
総
会
に
お
い
て
、
会
長

の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
か
ら
早

…
毒
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
私
は
東
京
石
桜

二
言
初
め
、
各
市
町
村
、
職
域
、

あ
る
い
は
学
年
会
や
ク
ラ
ブ
O
B

会
等
か
ら
お
招
き
を
受
け
、

皆
さ
ん
の
母
校
及
び
石
桜

同
窓
会
に
対
す
る
様
々
な

考
え
方
を
拝
聴
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
マ
ス

コ
ミ
情
報
な
ど
を
通
じ
て
、

皆
さ
ん
が
母
校
の
現
状
、

特
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
績
な
ど
に

非
常
に
詳
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
生
徒
の
街
の
中
で
の
服
装
、

態
度
な
ど
に
厳
し
い
批
判
を
寄
せ

ら
れ
た
方
々
も
お
ら
れ
、
本
当
に

先
輩
と
は
あ
り
が
た
い
も
の
だ
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
会
も
最
後
は
必
ず
校

歌
で
締
め
ら
れ
、
O
B
諸
氏
が
校

歌
放
吟
す
る
姿
は
あ
た
か
も
岩
中

生
・
岩
高
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
様
で
、
そ
の
感
激
で
一

杯
と
い
う
お
姿
を
拝
見
し
、
胸
が

会
へ
の
補
助
を
、
さ
ら
に
も
う
1

年
延
長
す
る
こ
と
、
以
上
の
二
原

案
を
消
場
一
致
で
決
定
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。ま
た
石
桜
同
窓
会
の
今
後
の
活

同
窓
会
長

就
任
か
ら
一
年

ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
少
々
私
見
を
述
べ
ま
す

と
、
現
在
の
世
情
は
少
子
化
に
よ

る
生
徒
数
の
減
少
、
公
立
各
高
校

の
統
合
問
題
、
軽
米
、
葛
巻
に
お

け
る
中
高
t
貫
教
育
な
ど
、
色
々

と
我
が
母
校
を
取
り
巻
く

環
境
も
変
化
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
母
校

が
元
気
で
存
在
す
る
か
ら

高
橋
克
彦
氏
（
莞
回
）

岩
手
日
報
文
化
賞
を
受
賞

石
桜
同
窓
会
会
長
村
上
　
照
五
郎

こ
そ
の
石
桜
同
窓
会
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
何

か
と
同
窓
会
貝
の
皆
様
に

つ
ま
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
総
会
で
は
石
桜

会
計
、
及
び
入
会
金
を
そ
れ
ぞ
れ

二
千
円
ず
つ
増
額
す
る
こ
と
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
5
年
間
に
亘
っ
て

行
っ
て
き
た
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基

金
か
ら
の
八
十
万
円
の
教
育
後
援

動
、
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
7
0

年
史
を
発
刊
し
た
ば
か
り
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
学
校
側
も
今
の
と

こ
ろ
特
に
予
定
は
な
い
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
さ
し
あ
た
っ
て
創
立

8
0
周
年
が
迫
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、

行
事
の
具
体
案
は
白
紙
の
状
態
で

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
そ
の
節
に
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
岩
手
中
・
高
等
学
校
石

桜
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

去
る
1
1
月
3
日
、
高
橋
克
彦
氏
（
新
1
9
回
）

が
第
55
回
岩
手
日
報
文
化
貨
を
学
芸
部
門
で

受
擬
さ
れ
た
。

同
氏
は
1
9
8
3
年
に
「
写
楽
殺
人
事
件
」

で
文
鳩
デ
ビ
ュ
ー
後
（
こ
の
作
品
で
江
戸
川

乱
歩
質
受
饉
）
、
直
木
賞
・
吉
川
英
治
文
学
貨

等
を
受
賞
し
て
お
り
、
岩
手
県
か
ら
常
に
質

の
高
い
作
品
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と

が
商
い
評
価
を
得
た
。
ま
た
、
復
活
盛
岡
文

士
劇
出
演
な
ど
活
動
範
詞
も
広
く
、
岩
手
県

内
の
文
化
向
上
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
も
受

賞
理
由
の
一
つ
。

岩
手
県
か
ら
発
侶
さ
れ
る
文
化
の
こ
れ
か

ら
を
担
う
同
氏
の
活
動
に
、
同
窓
会
か
ら
も

お
祝
い
と
応
援
を
贈
る
も
の
で
あ
る
。
平成13年度　クラブ強化育成基金　決算書

収入の部

項　　　　 目 決算額（円） 償　　　　 考

繰　 越　 金 5 ．958．7 16

特別会計から返戻

利　　　　 息 1．089
返　 戻　 金 100．000

合　　 計 6，059．805

教書後援会補助 800．000 教育後援会補助

C D 製作貸出し 3 ．000．000 C D 製作代貸し出 し

合　　 計 3 ．800．000

繰越金　2．259．805円

平成13年度　会務報告
（1）平成13年10月19日（金）　総会（ホテルメトロポリタン名鑑岡）
（2）平成13年11月21日（水）　三役会（さのえね支店）
（3）平成13年12月20日（木）　会稽26号発行
（4）平成14年7月26円（金）　三役会（さのえね支店）
（5）平成14年8月27日（火）　常任埋了拝金（きのえね支店）
（6）平成14年9月9口（月）　会計監査（さのえね支店〉
（7）平成14年9月13円（金）　理丁耳会（さのえね支店）

支部総会等出席
会長出席　斗三方ミ支部・仙台支部・医大支部・雫石支部・日大支
部・バレー部・ソフトテニス部・矢巾支部・紫波町石桜会
校長出席　宮古支那・岩手町石桜会

平成14年度　事業計画
1．指針
母校の繁栄に大いに等・与できる基盤を！肢える。
2．事業！汁画
（l）母校クラブ活動を横棒的に支援する。
（クラブ強化市成基金の適切な青苗用）

（2）会員相互の親睦交純を図る。
（支部、地lg会、クラス会等の節目を貫民祝した！准会を盛
んにする）
（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に情報を提供する）
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な
る
向
上
を
目

指
し
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

昨
今
の
少
子
化
の
傾
向
は
更

に
進
み
、
今
年
度
の
岩
手
県
内

A
級
優
勝
　
庵
原
　
佑

A
級
第
3
位
　
澤
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。
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l塾．上部
みちのく春季陸上一間大会　出場
第54【司岩手県ホ等学校総合体育大倉盛岡地区予避大会出場＋予過通過
平成14年俳書期陸上大会出場
幕別国士手書嘉専攣積ゼ合体■大会出■　舞子一書IMmt■八t鴨祐介　男子やり投げ事5位佐々木弘■

（以上t北大裁出■相打）
第57匠l東北陸上m捜大会出■　800m的6位∧暮樫祐介
ホSd匡l岩手県民体育大食性上牧枝盛岡地区大会出叫
平成14年度岩手l■遭手l義隆上牧技卓出■
第54回岩手県民情事大食性上皿抜出■
平成川年す新人厳l染上丑技大会出場
やり投げ　義　位　川村元裕ISOOmホ5位　八：■樫祐介
平成川年度岩手県★西対抗陸上敗技卓出叫　男子8001¶第3位八1橙
象7回東北新人陸上覿技遣手樺大会欄■
ソフトテニス郎
書鵡爪外交漬ソフトテニス研惰大食出Il
♯54回岩手県砧等学校堆合体t■大食ソフトテニス吐枝盛同地区予邁大会
用体地区騰貴　傭人の節l■書■・中村】凰地区稚■　田山・大西組導債l■　佐層・下田】岨ベスト8
事引回考手書暮■攣職や合体■大食ソフトテニス■技大会　団体驚3位（薫北大会出tt■樽）

l司人ベスト0日山・大西鮨　ベスト10義■・中村Ia
（以上★北大曇出tt雛1■）

第13回1北北海遭■■校遥抜ソフトテニス大会出■
第54回岩手県民僻事大会盛阿地区予過ソフトテニス観抜出■　優艶佐」捧和十・下田正紘組　他推事2姐

敗著復活l姐　雷1日‖岨県大会出嶋権穫樗
平成川手正文北■i零学校ソフトテニス】且手機大会出■
≠54回岩手県民体書大会ソフトテニス観抜出1；■t■・中村姐ベストも遭出
れ47厄l岩手県l■書攣一校新人大会ソフトテニス覿技盛声】地区チi茸大会出場
団体　地区櫓1
佃人　優勝田山・中村姐i暮優払田村・吉田嘉且　鶉3位丸橋・杉田l且、佐井・小野寺組
れ4回北東北・北濃遭　4遭l■■．校団体壌羊It大会出場
事47回岩手縄ホ書掌1校新人ソフトテニス大会出■　ベスト8進出
事29回文北私立ホ校ソフトテニス遭手楕大会出叫
バスケットポー・ル鯵
1引回岩手欄．■尊学校総合体育大会バスケットn枝盛犀l地区予遺大食出Il
r封回岩手爪民俳書大会バスケットボール】捜技盛岡地区予遺大食tut　予遥通過
事54回岩手県民体書大食バスケットボール覿技大会出嶋ベスト8遭出
■23回岩手県■■専攣梗且抜′〈スケツトポール大食出■
平成I　牛虎新人バスケットボール盛岡地区予選大食出場
バレーボール酢
礪54回岩手県ホ尊学校】氏合体書大会バレーボール鼠技盛年地区干場大会出■
■引回岩手県展体書大会バレーボール覿技盛岡地区予邁大会出■
鶉12回暮．牝私学■尊学校バレーオトールl且手I事大余子】益金出■
ラグビー即
事51回市民体育大会ラグビー競技出場
★54回岩手県ホ専半枚総合体育大食ラグビー奴抜出l■
★54回岩手l■民体育大会ラグビー職抜出■
義郎回全取れ尊半枚ラグビーフットボール大食岩手県大食出■
上州
禦54回岩手県ホ■拳絞総合体書大会豪札競技盛岡地区予遺大会虻嶋‥　団惟l位
平成拍車虎盛岡市内ホ校一般■筆用人I蜘彙i暮大会出■
ホ54回岩手県ホ
団体ベスト○

事学校撼合体書大会豪遭競技出■

仲人ベスト8：81kg組金谷・通辞・事二紳　901g銀小原・阿部
事51回岩手県民体事大全豪1数枝盛同地区予増価■
集録回岩手縄民体育大会柔遭サ農出叫
■35回岩手県高等学校い2年体1別桑遭遇手檀大食出嘲　8川且鰻第2位金谷
平成川年度岩手県書等筆校新人彙壇大食出嶋
鋼遭鬱
鶉54回盛陶市丘体書大会★li暮】挽技出l■
事26【画北叫放す書刑i▲大金出l■（官古市絶合体書稽）
第34回岩手県．■尊学校遡披刑i暮大会出Il
事51回岩手県l■専学校総合俳書大会州Ⅱ戒厳欄■　団体ベスト8
■54匡l岩手県民体育大会創壇鯉魔出■
事35直l三種治＃割i⊥id手樽大会出増
井52回盛岡地区割道大会出■
■珊
■54回岩手県ホ尊学校総合体育大食1■拝観枝盛同地区予遭大会■　団伸子増価遺
書54匡l岩手県l■専筆校総合偽書大会■拝観抜出■
岩手インターハイt己怠れ5瓦MJオープン出■
平成川年度新人l貴■球技技県大会出■
ハンドボール冊
■餌回盛岡市民体書大食ハンドボール覿抜出■
■54回岩手県民情書大会ハンドボール正枝出■
平成11年度簾8回岩手県ホ専学校ハンドボールl年生膏成大会出場
山副
書54回岩手県l■専学校隠合体書大食丑山放線　日】体第5位
岩手県山岳マラソン大会出■　少年男子の】範　ホ2位近藤裕佑　第4位稲山晃史　第6位小野幸雄次岩手県山岳マラソン大会出■　少年男子の鮎
岩手県クライミングコンペ出■
計引回岩手県民休▼大会山岳Il技　Aチームク

8チ・一・ムク
ライミング第2位、縫走第2位
ライミング第5位、縦走第3位

平成川年度岩手撫ホ尊半枚新人丑山大会　学校対仇の辞　第3位　チーム対枕の節第2位
テニス部
トヨタジュニアテニストーナメント200～　出特
許54回岩手県ホ専学校轄合体膏大食テニスIl技盛内地区チ週（平成14年よ盛岡市民体膏大会）出■
男子シングルス1暮鰻谷地書人　事3位　晃子ダブルス1暮れ
事23回岩手県ジュニアテニス遺手織大会出■
18t以下舞子シングルス優hl谷地■人ベスト16吉田隆司　ダブルス優】■谷地●人・．■山職也姐　れ3位林一十・

佐井「■仁馳
16▲以下男子シングルス優t■竹濃鷹弘　準1tl■川ヰ】■一郎　■3位石田攣啓、布台容

ダブルス優■l竹浪鷹弘・石田専管】且l■優l■布台審・川嶋Il－】眼組
14t以下男子シングルス斗一覆I書谷地彬人　ダブルス儀」片寄地彬人・吉田（ロイヤルテニスクラブ）

シングル
ダブルス

第54回盛岡市民体育大会テニス蚊柱出場
シングルス一陽l掛　杏他年人　箭3位竹浪攫弘
ダブルス優勝　竹浪康弘・石田孝啓組　準優勝替地隼人・ホ山1免也蓼且
岩木山総合公園テニス大食出場　全勝1雷勝
一02東北テニストーナメント出l■
第22匝】岩手縄A級シンクリレスト一・ナメン日出嶋
！■糾匡岩手■1■■攣捜姥合体書大会テニス義技
l立体t♯（★北大会・インターハイ出■職1■）
！■子シングルス　t■谷地事人　事t■竹軋■弘（】■北大食・インターハイ出■1轟樗）
弗手タフルス　t鶉竹濃■弘・石用事書阻（1■北大会・インターハイ出■蠣痍■）第3位谷他事人・ホ山帆也通
辞21匡l岩手県小・中学生テニス遺手樽大会
圧l体準優み
シングルス11勝　脊地彬人　ダブルスれ3位着地彬人・佐藤速　くロイヤルテニスクラブ）姐
れ43匝】薫北l■専学枚テニス渕手l■大会
団体1暮鶉
シングルス第3位　谷他事人　ダブルス準価勝　竹油層弘・石田専管姐
ホ54回岩手県民体書大会テニス奴技
少年男子シングルス債l腋谷地■人i■優勝竹浪オ弘　ペスト8吉田隆司、石田孝轡、ペスト16耕一：■、川崎1l－ガ
少年男子ダブルス　債勝脊他事人・．■山規也】岨　斗儒l腋竹濃腰弘・石田孝啓鯛．ベスト8吉田優佑・鳥居和幸l且、

布台専りIl噸鑓一郎姐
第24回1北中学生テニス遺手櫓大会出曝
書9【司岩手県秋季ジュニアテニス避手樽大会せ川l　呈出腋腋川崎職一・・郎　第3位谷地相入
幕19恒】岩手1■lt等学校一年生テニス】畿手I■大会出■
ホ92回全皿■〉専学校】隠合体書大食テニスR技出疇
第23匝IN HK杯オープンテニストーナメント（ジュニアの郎）出嶋1暮み竹損す弘　■3位石田峰唇
第34回岩手l■－■零孝枝新人テニス大食
団体優l艶
シングルス・優勝竹浪l■弘　準優勝石田田　啓啓　第3位川l鴫Il－一郎

1t執竹損鷹弘・石田寧啓姐　＊3位高台容・川崎Il一群岨
事23回文北】裏技あ等
♯2：I国NH K杯オー・

学校テニス増手機大食出嶋　団体優勝
プンテニストーナメント出■　男子A級　準価勝谷地隼人　ベスト8竹浪よ弘

男手8椴1暮l■石田攣唇l■優l鼻川嶋龍一郎　わ3位布台客
平成14年度トヨタジュニアテニス邁手書l大食】且考余　男子シングルス1雷鞠川崎仙一郎
サッカークラブ
第54匝l岩手爪．■等半枚揺合体膏大食サッカーn技盛岡地底予遭大会出■
第54匝I岩手1■端等筆校絶合体膏大食サッカー競技出■膏大会サッカー競技出■

サッか十駄級盛岡地区予遭大会虻嶋
iE手機岩手県大会出場

平成川年l賽着手爪民僻事大会
事81回全国■〉事半枚サッカー．iE手J糠岩手県大会出嶋
平成14年度岩手県斬人体書大会サッカー覿枝盛I軋地区予遥大会出■
水泳部
平成14年オ岩手県水泳遥手織大会出■　500m背泳事2位　王制♯羊一・・
千54回岩手県■〉専一攣一校総合件書大食水泳覿技出t
ZOOm背泳第2位　400m自由形鶉3位　水野大介
平成14年度盛騨l市民休雷大食水泳竃l抜出t l00m背泳優勝100m自由形第～也　水野大介
鶉57回★北水泳大会出■
事54回岩手県民体育大舎水泳覿抜出11
400m佃人メドレー■2位、200m背泳第2位　水野大介
平成拍車lf岩手県，■等掌校体膏連盟新人l敗水泳数枚大会出l●　200腋甘泳優嘲100m背泳れ2位　水t事大介
スキー郎
全日本スキー連盟B級公蛇蔵王ライザスラロームスキー大会出■　楕山79位、20位　小野寺56位、24位　小原32位

；廣i嚢103位、58位　熊谷55位
全日本スキー連盟81馳企1診秋田八lt平アルペンスキー大食　稲山74位、28位　小野寺33位、29位　濾i暮61位、68位

小原50位・ほ4位　熊谷103位、78位
月山G Sスキー眈技会　ホ枚男子鶉2位楕山　■日日随小野寺　第5位熊谷　■9位濾i土　事13位小冊　鶉15位松岡

第18位小野
中学男子れ29位田口　第40位小野寺

礫式野輝錮
平成14年度■挽け頭春季盛岡地区千島大会出■
平成14年よ全区l■零半枚野球遣手穐大会岩手県大食出場
将棋郎
岩手県アマチュア．帰帆t王搬出嶋
簑1回岩手県■l専一攣校文化連盟盛岡支＃九枚将棋l贋位1枚出■
＃21回岩手l■ホ書半枚文化連盟将1其大会　団体準1暮静　個人第3位佐藤圭一・第4位川一対書■
北★北将棋；遭手書l大会出■
岩手外れ噂半枚文化連盟盛岡支】払将棋■位批出l暮
全瓜中華生遭抜将棋遭手権岩手県チ遺大会出嶋　佐々木裕太郎　準作れ（全区l大会出■繊積胃）
第15匝1全四■■瞥学校将棋t王l敗慧手爪予遡大会出1■
■l回書沖し将棋名人l性出書　償暢■Rt－
久慈ユ将棋大食出嶋　初段l敗鶉3位告白努
第23匝l仝四中学生iE抜将棋iE手穐大会出■
大山十五せ名人杯澗慎大食出鶴
舞27匝I中■半生名人1仕出嶋
平成14年度岩手爪●■尊学校文化遵」盟盛岡支節．■校将棋順位戦出場
蠣12回ホ事学校文化連盟将棋級別大食　A級一膝勝Jt原佑i暮す払澤口モー
ホ17回全虻オール雫生二将棋i鼠手l■団体■呈出■　団体驚け位l■校の節事4位
平成14年度岩手爪．■書一筆校文化連盟盛岡支那将棋■位】挽出場
事か匝】岩手県l■専攣枚文化連盟将棋新人大会
男手El体の飾1暮≠Alチーム．i■欄ほIA Zチーム
男子仲人の飾1書跡凡庸佑　第3位i■ロ竜一

琵雀匙毘㌢林全納■事抜放遼コンテスト義手■大会■作テレビドラマmt書棚節nt書く全1大会
削匡INHK杯全町轟疇響惚放送コンテスト全日大会出■　■決■1出■虎★（第4位）

等郵荘重重言葦寮‡薫∃‡芸＝頒志髭蓬薫更空琵芸1歪壬窒芸（薫琵芙雲出刑事書〉
平成川年度　全日本吹集楽コンクール★北大食　■弓★餐★
平成川年度　マーチングフェスティバル岩手県北大舎出■　グッドサウンド★愛書　★北大食出■櫓獲得
平成I4年度　全日本吹∃■楽運舅マーチンダフエステイ′りレ★北大舎出】■
化翔
モチリレロケット全四大食出l■　定点■地政妓部門れ2位小四

大小御宴会・御商談等に
御利用下さい。

御食事処
：；；者 の え ね 支 店

盛 岡 市 本 町 通 1 丁 目 1 7－6

電 三吉 622－9346

メンズファッション＆スクールウエア

㈱　 佐　 藤　 被　 服

本　社　盛闇市肴町　T E L　㈹（624）3797
営業所　紫波郡矢巾町流通センター

T E L　㈹（637）2661

御慶弔引菓子

詣芸諾芸玉 桜 堂
　　　　　　　 T E L 6 36－1 143
02 0－0 86 1 盛 岡市仙北 l T 目14－2 m x 6 36－1 142
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東
京
石
楼
同
憂
耳
　
　
　
′

盛
大
に
2
0
周
年
記
念
会
開
催

東
京
石
桜
同
窓
会
（
遠
藤
政

二
会
長
）
は
去
る
1
0
月
1
9
日
、

東
京
宵
山
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
在
京
同
窓
生

な
ど
約
8
0
名
を
集
め
て
平
成
1
4

年
度
、
2
0
周
年
記
念
「
東
京
石

桜
同
窓
会
の
つ
ど
い
」
を
盛
大

に
開
催
し
た
。

会
は
記
念
独
葵
会
か
ら
始
ま

り
、
瀬
川
武
先
生
（
国
立
音
大

教
授
、
新
1
2
回
）
が
得
意
の
テ

ノ
ー
ル
を
披
露
。

ま
た
2
、
3
番
が
幻
と
な
っ

て
い
た
第
四
応
援
歌
を
唱
い
、

喝
采
を
浴
び
た
。

総
会
、
懇
親
会
で
は
遠
路
臨

席
し
た
菊
地
治
雄
校
長
、
村
上

照
五
郎
石
桜
同
窓
会
長
、
西
在

家
寛
先
生
が
挨
拶
。

ま
た
、
応
援
歌
を
調
査
し
た

舐
由
英
司
氏
（
新
1
1
回
）
、
第
四

仙
台
石
桜
同
窓
会

応
援
歌
作
詞
の
吉
田
栄
一
氏

（
新
7
空
、
同
作
曲
の
佐
川
隆

二
氏
（
新
6
回
）
の
関
係
者
が

集
合
、
作
詞
、
作
曲
の
秘
話
を

披
露
し
た
（
横
田
氏
か
ら
の
寄

稿
を
四
面
に
掲
撃
。

な
お
、
席
上
会
長
、
近
津
義

一
（
新
8
回
）
、
副
会
長
、
鎌
田

耕
一
郎
（
新
8
回
）
、
菅
野
幸

（
新
1
3
回
）
、
松
村
仁
志
（
新
5
1

回
）
の
新
執
行
部
が
誕
生
し
た
。

（
近
津
記
）

′

C
D
に
合
わ
せ
意
気
上
が
る

帝
東
北
在
住
同
窓
生
を
対
象

に
、
回
を
重
ね
て
6
回
。
今
年

度
の
仙
台
石
桜
同
窓
会
が
去
る

8
月
2
4
日
（
土
）
午
後
6
時
よ

り
仙
台
駅
東
口
前
「
美
点
花
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

日
本
三
ツ
バ
チ
と

日
本
人
の
関
わ
り

私
は
昭
和
6
3
年
か
ら
約
1

5
年

間
、
百
本
ミ
ツ
バ
チ
」
の
保
護

と
研
究
、
増
殖
に
力
を
注
い
で

参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
日
本

ミ
ツ
バ
チ
を
守
ろ
う
と
私
が
事

あ
る
毎
、
各
界
の
方
々
に
話
を

し
て
も
大
抵
の
人
達
は
、
「
え
っ
、

ミ
ツ
バ
チ
に
も
種
類
が
あ
る
の

で
す
か
け
」
と
逆
に
質
問
が
返

っ
て
く
る
く
ら
い
、
そ
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
は
、
世
界
に
は
大
き
く
分

け
て
7
種
類
の
ミ
ツ
バ
チ
の
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
、

太
古
の
昔
よ
り
日
本
に
だ
け
生

き
続
け
て
来
た
の
が
今
も
野
生

の
「
日
本
ミ
ツ
バ
チ
」
で
す
。

そ
れ
で
は
今
、
皆
さ
ん
が
時
に

は
？
食
べ
て
い
る
蜂
蜜
の
す
べ

て
が
日
本
ミ
ツ
パ
テ
か
ら
生
産

さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
答

え
は
全
く
違
う
の
で
す
。
明
治

時
代
初
期
ま
で
日
本
国
内
に
は

確
か
に
野
生
の
日
本
ミ
ツ
バ
チ

1
種
類
だ
け
が
お
り
、
蜂
蜜
の

生
産
も
こ
の
蜂
だ
け
が
頼
り
で

し
た
。
古
く
は
日
本
吾
記
に
も

こ
の
蜂
の
生
態
が
描
か
れ
て
い

る
し
、
私
達
の
遠
い
祖
先
、
縄

文
時
代
に
も
盛
ん
に
自
然
採
蜜

さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い

日
本
在
来
種
み
つ
ば
ち
の
会
会
長

（
新
2
8
回
生
）

ま
す
。しか
し
、
明
治
九
年
頃
、
欧

米
か
ら
蜂
蜜
の
生
産
力
が
格
段

に
良
い
改
良
品
種
の
【
西
洋
ミ

ツ
バ
チ
」
が
初
め
て
移
績
さ
れ

て
以
来
、
日
本
中
の
養
蜂
家
は

挙
っ
て
こ
の
蜂
を
増
殖
し
、
片

や
、
生
産
力
の
弱
い
野
生
の
日

本
ミ
ツ
バ
チ
は
淘
汰
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
蜂
蜜
の
生
産
力
だ

け
で
な
く
、
西
洋
式
の
科
学
性

の
あ
る
飼
育
方
法
が
日
本
人
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
事
も
原
因
の

一
つ
で
す
。
当
時
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
r
ハ

イ
カ
ー
ヱ
と
し
て
等
ぷ
風
潮
が

強
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
こ
の
飼
育
方
法
は
、
あ
く
ま

で
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
に
の
み
通
用

す
る
も
の
で
し
た
。
我
々
が
1

回
見
た
程
度
で
は
見
分
け
の
つ

か
な
い
蜂
同
士
で
も
、
こ
の
両

者
に
は
、
猿
と
人
間
程
の
辻
伝

的
違
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
明
治
の
日
本
人
に
そ
ん

な
事
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
に
入
っ
て
来
た
当
時
は
、

そ
の
一
群
が
家
1
軒
分
の
価
値

も
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
ミ
ツ

バ
チ
そ
の
も
の
は
そ
う
易
々
と

藤
原
　
誠
太

は
購
入
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
科
学
と
い
う
も
の
に

目
覚
め
始
め
た
日
本
人
に
と
っ

て
、
必
然
的
に
合
理
的
な
飼
育

方
法
の
書
い
て
あ
る
ミ
ツ
バ
チ

の
教
科
書
だ
け
を
手
に
入
れ
、

野
生
の
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育

に
役
立
て
よ
う
と
し
た
の
は
、

む
し
ろ
当
然
の
事
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
前
述
し
た
よ

う
に
こ
の
両
者
の
ミ
ツ
バ
チ
は

全
く
性
質
、
生
態
が
異
な
り
、

西
洋
ミ
ツ
バ
チ
に
は
合
理
的
で

あ
っ
た
r
教
科
漬
し
が
、
日
本

ミ
ツ
バ
チ
相
手
に
は
全
く
役
に

立
た
な
い
ど
こ
ろ
か
失
敗
の
原

因
に
さ
え
な
っ
た
わ
け
で
す
。

遂
に
は
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
そ
の

も
の
の
性
質
が
劣
性
で
飼
育
に

適
さ
な
い
と
烙
印
を
押
さ
れ
た

わ
け
で
す
（
誤
解
に
も
か
か
わ

ら
ず
）
。
こ
の
様
な
経
過
に
よ
り
、
最

近
ま
で
日
本
中
の
養
蜂
家
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
西
洋
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。
確

か
に
欧
米
の
お
家
芸
で
あ
る
、

品
種
改
良
さ
れ
た
蜂
蜜
の
生
産

力
の
強
い
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
に
対

し
て
、
r
自
然
の
恵
み
」
と
し
て
、

野
生
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
き
た

日
本
ミ
ツ
バ
チ
と
で
は
、
比
較

に
な
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

合
理
的
経
営
や
食
料
増
産
が
命

題
で
あ
っ
た
時
代
、
日
本
ミ
ツ

パ
チ
が
見
捨
て
ら
れ
て
来
た
の

も
し
ょ
う
が
な
い
事
と
い
え
ま

す
。し
か
し
、
ご
く
最
近
に
な
り

日
本
人
の
食
生
活
は
豊
か
さ
を

通
り
越
し
、
短
視
野
的
な
合
理

性
に
心
を
奪
わ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
公
害
や
心
身
の
病
気
、

自
然
破
堺
が
目
に
余
る
も
の
と

な
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
も

合
理
性
の
追
求
の
結
果
？
海
外

に
そ
の
生
産
力
を
奪
わ
れ
、
国

内
の
養
蜂
家
は
豊
か
に
な
る
ど

こ
ろ
か
、
職
業
と
し
て
成
り
立

ち
に
く
い
状
態
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ

の
生
態
が
日
本
の
風
土
に
合
わ

な
い
の
か
、
過
度
の
品
種
改
良

の
せ
い
か
書
虫
や
多
く
の
病
気

に
弱
く
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
害
虫

や
病
気
に
対
し
て
全
く
と
い
っ

て
良
い
樫
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
は

意
に
介
さ
な
い
、
つ
ま
り
抵
抗

力
が
と
て
も
強
い
の
で
す
。

一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ミ
ツ
バ
チ
は
そ
の
蜂
蜜

の
生
産
の
金
額
の
何
百
倍
も
、

植
物
の
授
粉
と
い
う
形
で
農
薬

や
自
然
環
境
の
保
全
に
有
用
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
（
科
学
者

の
調
査
結
果
に
基
づ
く
）
。
合
理

性
の
旗
印
の
下
、
利
己
主
義
が

横
行
し
て
、
諸
問
題
を
先
送
り

に
し
た
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ

た
現
代
。
r
日
本
ミ
ツ
バ
一
三
他

の
、
日
本
人
に
と
っ
て
未
だ
生

態
す
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
野
生
生
物
が
、
実
は
こ
れ
か

ら
の
我
々
の
生
活
・
健
康
・
環

境
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
方

向
性
を
指
し
示
し
て
く
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
近
頃
r
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
h
 
r
地
産
地
消
し
の
運

動
が
全
国
各
地
で
盛
況
な
こ
と

今
回
は
菊
地
治
雄
校
長
、
本

部
新
会
長
村
上
照
五
郎
先
生
が

出
席
さ
れ
、
総
勢
1
9
名
の
参
加

で
あ
っ
た
。

小
林
陳
二
会
長
の
開
会
挨

拶
、
菊
地
校
長
の
母
校
近
況
、

事
務
局
よ
り
会
務
報
告
、
会
計

監
査
報
告
、
石
桜
夜
清
と
総
会

が
進
み
、
全
員
の
記
念
撮
影
の

後
、
懇
親
会
へ
と
移
る
。

村
上
会
長
の
挨
拶
、
乾
杯
の

発
声
に
よ
り
賑
々
し
く
懇
親
に

入
る
。
懇
談
の
合
間
に
は
交
互

指
名
に
よ
る
全
貞
の
自
己
紹

介
。
例
年
の
締
め
は
校
歌
斉
唱

で
あ
る
が
、
昨
年
発
売
の
C
D

を
バ
ッ
タ
に
第
六
応
援
歌
に
ま

で
及
び
、
特
に
S
氏
の
意
気
に

全
員
大
い
に
昂
揚
さ
れ
た
。
宴

た
け
な
わ
の
8
時
4
0
分
、
来
年

の
再
会
を
期
し
閉
会
。

例
年
7
、
8
月
の
開
催
で
あ

る
の
で
、
地
域
を
問
わ
ず
多
く

の
参
加
を
願
っ
て
い
る
。
（Y記）

も
、
こ
れ
ら
の
事
を
裏
付
け
て

い
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

是
非
、
皆
さ
ん
も
今
回
の
話

を
機
会
に
、
自
然
の
声
に
耳
を

傾
け
て
頂
き
た
い
。
日
本
ミ
ツ

パ
テ
の
よ
う
な
、
ほ
ん
の
小
さ

な
虫
か
ら
で
す
ら
、
現
代
の
日

本
の
歪
み
と
将
来
が
読
め
て
く

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

＊本掛土特定のコースの成果を上げるために、他のコースを犠牲にしょせん。だからこそ、各コ

ースから国公立大学・有名私立大学をはじめ、多数の大学に合格者を出しているのです。

■過去三年蘭の卒業生の主な合楕校
蠣 2 期生 （平 成 12年 3 月卒 〉 書 3 鞭 生 （平成 13 年 3 月卒 ） ■ 4 搾l生 （平 成 14年 3 月串 ）

躊 i暮 i暮　 抜 文　 理 檜 ；1 遭　 抜 文　 理 檜　 遭 遭 ．抜 文　 理

手■　 ▲　 大 弘　 前　 大 鷹 1 体 書

八 戸 工 夫

弘　 前　 大 岩 手 大

■汀 森 公 立

轟 1 体 書

岩 手 照 立

北 見 1 ：大 岩　 手　 大 岩 手 大

青 森 公 立

茨　 城　 大 岩 手 大

秋 田 犬

筑 波 大

岩 手 大

橋 九 大

得 手 大

山 形 大

山 形 大

1 農 大

岩 手 県 立 書 留 文 大
橿 九 大

釧 路 公 立 秋和傾 度短大

岩 手 医 大 岩 手 医 大 帝　 京　 大 岩 手 県 立

札 幌 大
北 海 通 工 偶 立 席 短

岩 手 医 大
膜　 関　 大 県立 産短大

北海道奥書火雷 山 羊 院 難 北 学 院 盛　 岡　 大 法　 政　 大 札 幌 学 院 胃　 農　 大 東 北 学 院 東 北 学 院 紆　 農　 大

攣 y lた大 東 北 工 大 東 北 学 院 神 奈 川 大 岩 手 医 大 八 戸 コ二大 責 焉‖匪 大 城　 西　 大 八 戸 工 大

声l 畢 恍 大 東 北 福 祉 炎 北 橋 祉 同 志 壮 大 奥　 羽　 大 扶 持目差 法 8　　　 大 兼 寿‖■ 大 岩 手 医 大

司 士 前 大 東 北 藁 大 書 山 羊 枕 自■　肖l 二大 岩 手 医 大 辛 棚 田 大 ★　 洋　 大 盛　 岡　 大

鞠　 沢　 大 日 本 歯 大 国 士 舘 大 城　 西　 大 盛　 岡　 大 闘 志 壮 大 日　　　 大 秋 田 l筆法
東　 海　 大 大 東 文 化 鞘　 沢　 大 石 崖 琳 僻 石 巻 噂 修 鴨　 谷　 火 同 志 社 大 東 北 学 院

★ 京 環 大 東　 洋　 大 芝 浦 エ 大 東 北 学 院 東 北 学 院 東 北 潤 址

日　　　 大 日　　　 大 書　 博　 大 東 北 工 大 東 北 工 大 東 北 工 大
法　 政　 大 日 本 工 大 布　 京　 大 書　 博　 大 北　 里　 大 埼 玉 工 大
明　 敏　 大 神 奈 川 大 文 京 縫 大 帝　 京　 大 工 学 院 大 城　 西　 大
明　 治　 大 間 志 牡 大 ★ 京 ■ 大 染 慮 工 芸 拓　 殖　 大 千 葉 工 大
同 志 社 大 立 命 館 大 ★ 京 捜 大

東 洋 犬

日 大

日 本 強 大

文 教 大

関 東 学 院

媒 京 国 府

二 松 学 舎
日　 大

帝 京 大

書 方‖蚤 大

★ 貫 ■ 大

日 大

神 奈 川 大

回 ：1二舘 大

大 東 文 化

大 震 ■ 大

帝 京 大

★ 洋 犬

日 大

法 政 大

立 正 大

神 鰐 川 大

東 海 大

京 都 席 大

●国公立合格葛　13名　　　　　　●国公立合格者　21名　　　　　　●国公立合格者　19名
●私立大合格凋　155名　　　　　　●私立大合格者　145名　　　　　　●私立大合格者　147名

「同窓会パス「一活荘中l・一

7
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
学
校

に
寄
付
し
ま
し
た
2
台
の
バ
ス
は
、
ク
ラ
ブ

に
学
校
行
事
に
と
活
躍
中
で
す
。
今
年
は

化
学
部
の
全
国
大
会
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
の
た
め
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
へ
、
テ
ニ

ス
部
が
茨
城
県
神
栖
（
か
す
み
）
町
と
ミ
ニ

国
体
で
山
形
県
天
童
市
へ
、
吹
奏
楽
都
は

東
北
大
会
で
秋
田
へ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
も

東
北
大
会
で
仙
台
市
へ
、
将
棋
部
は
青
森

ま
で
行
き
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

平成15年度　岩手中・高等学校生徒募集要項
　　　　＼ 高　　 等　　 掌　　 校 中　 辛 校

玖 職 の 積暮 煉 特 別 道学 コー ス ：輯邦 字コース憫 ク ラ ブ 推 薦 一 般 尊 顔 ：一 般 併 願 l 二 期 拭 験 －
募　 集　 走　 ■ 3 名 若 干名 250 名 （特濃 、推 ■ 含む ） 20 名

出　 ■　 期　 ¶ l 月 10 日（食 ）・－ 1 月 川旧 （金）～ l 月 10 日 （企 ）、 】月22 日 （水）、 l 月2～日 （水）～ 3 月2 ●日（月 ）・－ l 月lO 白 く食 〉～
l 月 14 日 （火 1 月 日日（火） l 月14 日（火） l 月24 日（食〉 】月～4 巳（盆 ） 3 月2～8 （火） l 月 15 日（水 〉

拭　 蟻　 期　 日 日月柑 日（木 ） l 月16 日（木 ） 1 月 沌日 （木） l 月2 8日 （火） l 月2 8日 （火 ） 3 月26 日（水 ） l 月 16 8 （木）

合　 格　 発　 表 l 月20 日（月） l 月20 日（月 ） l 月2 0日 （月） 2 月 4 日 （火） 2 月 4 日 （火 ） 3 月27 日（木 ） l 月20 巳 （月）

入 学手織 繍切旧 l 月別 日（金 ） l 月24 日（盆 ） I 月2 4日 （仝） 2 月 10日 （月） 2 月 柑8 （月 ） 3 月28 日 （食 ） l 月24 日 （全）

貴　　 職　　 斡 10 ．00 0円 10 ．0（柑円 し0 00円

入
雫
噌
鋼
付
会

入　 学　 金 Ilq ．00 0円 】相．OD〇円

雌 t 鳶t ■ 8 0．00 0円 80 ．000 円

石信金入会t l．0【拍円 l．008 円 ・ し0 叩円

l† 柑l．m O円 l引 一口叩 円 し0 08 円

毎

月

納

付

金

捜　 義　 料 相．m 円 18 ．000 円

施　 拉　 彙 7．000 円 7 ．000 円 し0 00円

ヰ　 持　 ■ 7．0印 円 7 ．000 円

石 桜 食 ★ ‡．00 0円 し000 円 l．0 00 円

■t 鑓u ■■ 乙姉 円 2 ．800 円 2．00 8円

P T A 全書 20 0円 2m 円 2 00 円

t† 35．20 0円 35 ．200 円 4．2 00 円

l電　 機　 科　 白 Ⅷ ・数 ・莫
（書6D 分） 武　 撞 閣 描 ●私 署 皿 ・牡 ・数 ・糧 ・美

（書40分 ） 作 文 ・面接 【五Il ・事 故
（書 40 分）面 I奮

遭　 抜　 方　 法 ¶董 暮、 筆 力拭 ：鋼董 書、 推薦 書 ■ 董暮 、撫 轟暮 ．
■ 暮■ ．筆 力妓
職 （3 書斗自】且釈 ）、
面 接の 鳩舎 判定

綱 i 書 、学 力 拭 ll 査 暮、 作文 、 ■ 文書 、筆 力杖l●、 面 I責の 総合
判定嬢の 総合 判定 の総 合判 定 面 接の 総合 判定 喩 の托 合判 定 面 接 の総 合判 定

出■甘 格 ・条件
有名 私立 大、 国
公立 大 にi■筆 を
希望 す る生徒

抒定 3．8以 上

県大 倉環状 でIl
t な慮 叫 を収め

それ に匹州す る
本校 九 一志 望 で
合格 後 は本職 入 他 校貴 職可 ・募 1 人 ■

各学 校 ～名以 内 憬 れ た畦 力を有
■r る生 抜
本 校1膿間 が劃 桝
した生 後

学 が増 的 でき る
生徒

5 名

伏　 機　 会　 囁 本　　　　　 校 本　　　 校
二　 戸　 市 本　　　 校 本　　　 校

肉　の　デパー ト

九　　　　　 着

盛岡市上 田一丁 目 7 の l l T E L （6 24 ）65 65

特定建設業
Z　 株式会社 下 河 原 組

代表敬服 会長 下 河 原 讐 嗣 郎 価 5 回 生 ） 岩 手県 盛岡 市乙 部 4 他 椚 6 應地 l

代珊 舶 丑鰻 下 河 原　 大 希 （新 3 6 匝 生 ） T E L 69 6 ‾2 255㈹

F A X 696 】2：妬0

懐石料理とわんこそばの店
初 はつこま駒

盛岡市八幡町 10－21　　 電　 話　 0 19 －65 1－718 4

（盛 岡八 幡宮前）
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右
桜
校
歌

応
援
歌

新
1
1
回
生

横
田
　
英
司

平
成
1
3
年
秋
、
母
校
の
校

歌
・
応
援
歌
集
C
D
が
は
じ
め

て
世
に
出
さ
れ
た
。
待
望
の
企

画
で
あ
り
、
青
春
往
時
を
懐
か

し
む
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
早
々

に
購
っ
た
。

か
つ
て
は
校
歌
に
せ
よ
応
撰

歌
に
せ
よ
、
こ
と
の
は
じ
め
は

応
援
団
員
の
「
胴
間
声
」
か
ら

で
あ
り
、
詞
の
意
味
や
音
律
な

ど
そ
っ
ち
の
け
で
あ
っ
た
。
畢

尭
勘
違
い
や
間
違
い
も
起
こ
る
。

今
回
、
プ
ロ
合
唱
団
コ
1
7
ス

を
聴
い
て
、
あ
ら
た
め
て
詞
や

曲
の
新
鮮
さ
に
、
感
動
を
呼
び

覚
さ
れ
た
。

月
並
み
だ
が
、
歌
は
世
に
つ

れ
：
…
と
歌
の
世
界
で
は
言
い

古
さ
れ
る
が
、
校
歌
・
応
援
歌

の
場
合
、
た
と
え
時
代
が
変
わ

っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
或
る
種
の
「
精

神
性
」
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

な
ら
ば
そ
の
原
詞
や
原
曲
の
正

確
性
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
前

述
の
ご
と
く
「
伝
涌
」
に
頼
る

こ
と
が
多
く
、
誤
謬
や
不
明
確

に
陥
り
や
す
い
の
も
事
実
。
ま

た
、
作
詞
者
や
作
曲
者
の
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
更

に
は
「
作
詞
（
詩
）
豪
は
父
で

あ
り
、
作
曲
家
は
母
で
あ
る
」

の
伝
で
い
え
ば
、
石
桜
校
歌
・

応
援
歌
の
双
親
は
誰
ぞ
の
思
い

も
湧
い
て
く
る
。

そ
こ
で
こ
の
機
会
に
、
こ
れ

ら
校
歌
・
応
援
歌
の
縁
起
備
忘

の
た
め
に
も
、
知
り
得
る
限
り

を
書
き
記
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
。
【
校
　
歌
】

大
正
1
5
年
4
月
の
開
校
か
ら

2
年
後
の
昭
和
3
年
1
月
、
か

ね
て
依
頼
の
歌
詞
が
土
井
晩
翠

よ
り
、
更
に
半
月
後
そ
の
曲
譜

が
山
田
耕
作
よ
り
届
く
。
爾
来

星
霜
7
0
有
余
年
、
歌
い
継
が
れ

て
そ
の
雄
廣
軽
快
な
曲
調
は
い

さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

東
京
混
成
合
唱
団
コ
ー
ラ
ス
を

聴
け
ば
、
そ
の
格
調
の
ほ
ど
一

入
の
感
が
あ
る
。

㌧
旭
日
に
に
お
う
桜
花

其
芽
大
地
の
深
さ
よ
り

出
て
貫
く
花
筒
石

郷
の
名
所
膏
春
の

意
気
を
か
た
ど
る
う
れ
し

き
よ
2
．
見
よ
金
剛
の
不
壕
の
念

神
と
祖
国
と
人
道
の

三
つ
に
仕
え
て
怠
ら
ず

日
々
に
つ
と
め
て
光
栄
を

期
す
る
一
団
若
き
友

3
．
大
沢
川
原
も
と
を
お
く

わ
が
中
学
の
同
じ
窓

希
望
の
光
身
に
浴
び
て

心
ひ
と
し
く
す
こ
や
か
に

高
さ
速
さ
に
あ
二
が
る
ゝ

4
．
無
音
の
さ
と
し
朝
夕
に

七
千
尺
の
岩
手
山

北
上
川
の
八
十
里

衣
よ
心
の
目
に
も
見
て

い
ざ
向
上
の
遭
踏
ま
ん

＊
原
詞
四
番
は
ヶ
無
言
の
さ
と

し
空
を
衝
く
岩
手
の
山
の

七
千
尺
北
上
川
の
八
十

里
″
で
あ
っ
た
が
、
鈴
木
卓

苗
校
長
が
手
を
加
え
て
現
行

の
も
の
と
し
た
。
因
み
に
仙

台
の
晩
翠
旧
居
「
晩
翠
草
堂
」

に
は
昭
和
42
年
編
纂
の
「
晩

翠
校
歌
集
」
が
保
存
さ
れ
、

そ
の
中
に
今
の
歌
詞
と
楽
譜

が
載
っ
て
い
る
。

【
第
一
応
援
歌
】

昭
和
6
年
、
当
時
国
語
教
師

で
あ
っ
た
白
井
文
光
が
鈴
木
校

長
の
意
を
受
け
て
作
詞
し
た
。

作
曲
者
は
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

当
時
は
「
声
援
歌
」
と
称
さ
れ
、

明
治
時
代
の
軍
歌
「
抜
刀
隊
」

に
似
て
勇
壮
。

し
栄
え
あ
る
冠
勝
ち
得
ん
と

響
い
て
立
て
る
わ
が
健
児

胸
は
高
鳴
り
血
は
躍
る

正
し
く
強
く
戦
わ
ん

2
．
朝
あ
さ
日
の
上
る
ご
と

校
威
普
く
輝
か
ん

夕
御
空
の
映
え
る
ご
と

覇
を
ば
唱
え
ん
高
ら
か
に

＊
C
D
の
歌
詞
と
異
な
る
個
所

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
原
詞

を
取
っ
た
。
校
歌
を
含
め
こ

の
第
一
応
援
歌
、
そ
し
て
第

二
、
第
三
応
援
歌
及
び
ラ
グ

ビ
ー
部
歌
は
い
ず
れ
も
旧
制

中
学
時
代
の
制
作
で
あ
り
、

史
実
の
多
く
は
「
石
桜
五
十

年
史
」
に
拠
る
。

【
第
二
応
援
歌
】

昭
和
1
2
年
、
音
楽
教
師
の
高

橋
清
右
衛
門
（
後
の
小
樽
双
葉

高
校
痘
）
の
作
曲
に
な
る
。
残

念
な
が
ら
作
詞
者
が
不
明
。

－
．
見
よ
東
北
の
新
天
地

群
雄
覇
を
ば
競
う
時

我
れ
立
た
ず
ん
は
神
経
か

栄
え
あ
る
冠
を
得
る
も
の

ぞい
ざ
立
て
岩
高
健
男
児

2
．
若
き
血
潮
に
八
百
の

健
児
の
胸
は
高
鳴
り
つ

打
ち
撮
る
旗
も
高
ら
か
に

堆
叫
ぶ
姿
書
見
す
や

い
ぎ
立
て
岩
高
健
男
児

3
．
戦
わ
ん
か
な
時
至
る

あ
ゝ
剛
健
の
意
気
に
燃
え

必
勝
の
色
輝
け
る

邁
手
の
峯
勇
ま
し
や

い
ざ
立
て
岩
高
健
勇
児

＊
原
詞
は
各
番
〝
い
ざ
立
て
岩

中
健
男
児
㌔
二
番
が
〝
六
百

の
″
の
時
代
も
あ
っ
た
。

【
第
三
応
嬢
職
】

昭
和
1
3
年
、
国
語
教
師
の
北

住
敏
夫
（
後
に
東
北
大
教
授
）

の
作
詞
、
作
曲
は
第
二
応
援
歌

と
同
じ
高
橋
清
右
衛
門
で
あ

る
。
㌧
杜
陵
の
辺
幾
歳
か

磨
き
し
剣
今
と
り
て

雄
図
に
燃
ゆ
る
若
き
子
等

戦
の
庭
に
い
ざ
や
征
け

地
を
蹴
て
進
む
そ
の
意
気

を比
べ
て
も
見
む
石
桜
に

2
．
戦
い
の
雲
低
く
垂
れ

鮫
の
音
も
轟
け
ば

や
た
け
に
は
ゆ
る
雄
心
や

正
義
の
思
い
湧
く
胸
ゆ

た
ぎ
り
盗
る
る
熱
血
に

北
上
の
水
逆
巻
か
ん

3
．
あ
ゝ
見
よ
彼
方
杏
巽
の

虚
空
貫
き
日
は
射
し
ぬ

勝
利
を
告
ぐ
る
栄
光
に

我
ら
が
頬
は
輝
か
ん

喜
び
盗
る
る
閑
の
声

岩
手
の
山
も
揺
る
が
さ
ん

＊
歌
詞
二
番
に
は
些
か
疑
念
が

も
た
れ
る
。
〝
や
た
け
に
は
ゆ

る
雄
心
や
　
正
義
の
思
い
湧

く
胸
ゆ
″
と
あ
る
が
、
北
住

先
生
の
原
詞
は
〝
や
た
け
（
弥

猛
）
　
に
は
や
る
（
逸
る
）
雄

心
や
　
正
気
の
思
い
湧
く
胸

ゆ
″
と
さ
れ
る
。
こ
と
ば
の

意
味
か
ら
も
原
詞
に
正
当
性

が
あ
り
、
誤
れ
る
伝
調
は
正

さ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

こ
こ
に
「
正
気
」
と
は
、

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
①
至
公
・

至
大
・
至
正
な
天
地
の
元
気

②
正
し
い
気
風
と
さ
れ
る
。

ま
た
「
正
気
の
歌
」
と
し
て
、

乗
の
忠
臣
文
天
禅
の
五
言
古

詩
、
幕
末
の
尊
皇
家
藤
田
東

湖
、
吉
田
松
陰
、
更
に
は
明

治
の
広
瀬
武
夫
の
作
も
あ
る

と
い
う
。

【
第
四
応
援
歌
】

昭
和
2
8
年
6
月
、
校
内
応
募

作
選
考
の
結
果
、
新
7
回
生
吉

田
栄
一
の
歌
詞
が
入
選
。
翌
－

月
、
新
6
回
生
佐
川
隆
二
が
曲

を
加
え
た
す
こ
ぶ
る
品
格
あ
る

応
援
歌
で
あ
る
。

㌧
あ
ゝ
永
劫
の
気
に
溢
れ

旺
ん
な
る
か
な
石
桜
は

歴
史
ぞ
か
お
る
友
愛
の

兄
弟
こ
こ
に
集
い
た
る

こ
の
日
を
椎
か
伸
が
ざ
る

2
．
起
て
八
百
の
健
男
児

試
練
の
時
は
今
な
る
ぞ

正
気
の
歌
に
と
ど
ろ
け
る

天
地
は
広
し
我
ら
ま
た

轟
き
理
想
に
進
む
者

3
．
あ
ゝ
永
劫
の
天
の
下

旺
ん
な
る
か
な
石
桜
は

若
き
息
吹
き
の
健
児
ら
が

今
を
生
命
の
躍
動
と

進
む
を
誰
か
阻
む
ら
む

＊
C
D
に
は
歌
詞
一
番
の
み
が

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
調
査
で
、
作
詞
が
吉
田
栄

一
氏
、
作
曲
が
佐
川
隆
二
氏

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
幻

の
二
、
三
番
の
存
在
が
、
更

に
は
一
都
の
歌
詞
及
び
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
違
い
も
判
明
し
た
。

吉
田
氏
の
昭
和
2
8
年
6
月
2
6

日
の
日
記
に
は
「
山
中
、
遠

藤
、
武
田
、
足
沢
の
諸
先
生

方
、
応
援
団
、
生
徒
会
仰
の

出
席
の
下
、
選
衡
一
時
間
余

に
わ
た
り
、
自
分
の
歌
が
採

用
入
選
に
な
っ
た
。
」
と
あ
る
。

ま
た
氏
は
「
そ
の
頃
音
楽
室

は
雨
天
体
操
場
の
隣
に
あ

り
、
佐
川
先
輩
が
ひ
と
り
ピ

ア
ノ
に
向
か
っ
て
い
た
の
を

思
い
出
す
。
も
ち
ろ
ん
贈
り

に
は
上
級
生
た
ち
が
群
れ
て

…
」
と
振
返
り
、
佐
川
氏

も
「
何
分
に
も
指
導
職
員
が

い
な
い
こ
と
か
ら
前
年
病
気

退
職
さ
れ
、
療
養
中
の
青
菜

講
師
の
柳
館
瞳
先
生
に
曲
作

り
を
お
手
伝
い
頂
い
た
。
」
と
、

共
に
当
時
を
懐
か
し
む
。
〝
正

気
の
歌
に
と
ど
ろ
け
る
〟
な

ど
、
実
に
甲
子
園
へ
の
胎
動

を
予
感
さ
せ
る
そ
の
頃
の
生

徒
の
心
意
気
、
学
校
の
雰
囲

気
が
横
溢
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。

【
第
五
応
嬢
歌
】

昭
和
3
3
年
、
社
会
科
教
師
中

村
嘉
明
の
作
詞
、
作
曲
に
な
る
。

歌
詞
に
は
牧
歌
的
雰
囲
気
が
盗

れ
、
格
調
高
い
。

㌧
杜
の
都
に
旭
を
受
け
て

生
ま
れ
し
郷
土
に
自
由
を

守
る
自
治
に
集
え
る
我
ら
が
生

命大
地
に
根
を
張
り
巌
も
砕

き紅
薫
る
石
劉
桜

石
桜
健
児
誓
い
し
青
葉

今
に
伝
え
て
栄
え
果
て
な

し石
桜
楕
神
我
ら
が
母
校

Z
．
月
影
冴
ゆ
る
不
束
方
の
城

姿
変
わ
れ
と
中
津
の
川
は

清
き
せ
せ
ら
ぎ
夜
鳴
く
河

鹿今
に
聞
か
せ
て
淀
み
を
知

ら
ず
高
さ
理
想
を
掲
げ
し
人
よ

石
桜
健
児
誓
い
し
青
葉

今
に
伝
え
て
栄
え
果
て
な

し石
桜
積
神
我
ら
が
母
校

【
第
六
応
援
歌
】

昭
和
3
4
年
、
新
1
1
回
生
横
田

英
司
、
新
1
4
回
生
横
田
雄
司
の

父
正
雄
の
歌
詞
を
、
国
語
教
師

の
石
塚
弥
太
郎
が
挿
作
し
た
も

の
。
従
前
よ
り
作
詞
者
雄
司
と

さ
れ
て
い
た
が
、
正
雄
が
あ
く

ま
で
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
を
望

ん
だ
た
め
で
あ
る
。
曲
は
陸
軍

戸
山
学
校
軍
楽
隊
作
「
進
軍
の

歌」。

天
地
の
息
吹
実
と
し
て

北
斗
の
空
に
輩
え
立
つ

岩
手
の
峯
に
千
年
経
る

雪
を
心
の
我
が
健
児

不
来
方
城
頸
凰
薫
り

旭
日
轟
く
輝
け
ば

彼
方
に
見
ゆ
る
我
が
母
校

学
び
の
虚
は
い
と
広
し

蛍
雪
は
げ
む
若
人
は

逮
き
理
想
を
胸
に
秘
め

◆
盛
岡
市
役
所
石
窓
会

2
月
2
1
日
午
後
6
時
1
5
分
か

ら
盛
岡
市
内
「
ホ
テ
ル
エ
ー
ス

盛
岡
」
に
お
い
て
、
盛
岡
市
役

所
石
桜
会
総
会
が
開
催
。

◆
雫
石
石
桜
会

2
月
2
2
日
午
後
6
時
3
0
分
か

ら
雫
石
石
桜
会
の
集
い
が
「
雫

石
公
民
館
」
に
て
。
学
校
を
代

表
し
て
菊
地
治
雄
校
長
、
同
窓

会
を
代
表
し
て
村
上
照
五
郎
会

長
が
出
席
。

総
会
後
、
懇
親
会
兼
交
流
会

が
行
わ
れ
、
約
3
0
名
が
参
加
し

大
変
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
っ

た
。

◆
矢
巾
町
支
部

4
月
18
日
午
後
6
時
か
ら
矢

巾
町
煙
山
「
倭
峰
閣
」
に
お
い

て
総
会
を
開
催
。
昨
年
の
1
1
月

3
日
に
元
岩
手
高
校
教
諭
吉
田

長
作
先
生
が
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
た
の
で
、
学
校
か
ら

も
菊
地
治
雄
校
長
が
か
け
つ
け
、

そ
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
盛
大
に

行
わ
れ
た
。

◆
岩
手
医
大
石
窓
会

6
月
7
日
午
後
5
時
か
ら

「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
」
に
て
。
学
校
か
ら
は
菊
地

治
雄
校
長
、
同
窓
会
か
ら
村
上

照
五
郎
会
長
が
出
席
し
、
3
3
名

が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

◆
紫
波
町
石
桜
会

6
月
2
5
日
午
後
6
時
3
0
分
か

ら
紫
波
町
「
ナ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
紫
波
支
部
同
窓
会
を

開
催
。
来
賓
と
し
て
村
上
照
五

郎
会
長
に
ご
出
席
勝
り
、
3

3
名

参
加
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

◆
日
大
石
桜
会

1
1
月
1
5
日
午
後
6
時
3
0
分
か

ら
日
本
大
学
校
友
会
岩
手
県
支

部
石
機
会
が
盛
岡
市
内
「
初
駒
」

で
。
同
窓
会
か
ら
村
上
照
五
郎

会
長
と
村
井
紀
之
副
会
長
が
出

席
し
、
約
2
0
名
が
集
ま
る
。
ま

た
、
そ
の
席
で
日
大
同
窓
会
理

事
と
し
て
上
野
吉
朗
氏
（
新
1

2

回
）
を
選
出
し
、
今
後
の
石
桜

同
窓
会
理
事
会
に
代
表
と
し
て

出
席
し
て
も
ら
う
こ
と
に
決
定

岩
を
も
砕
く
意
気
と
熟

北
上
川
の
永
遠
に

＊
原
詞
一
番
の
〝
音
波
秒
堅
二

千
里
東
の
空
に
装
え
立

つ
〟
が
改
め
ら
れ
た
。

【
ラ
グ
ビ
ー
応
援
蠍
】

昭
和
16
年
、
当
時
の
ラ
グ
ビ

ー
部
部
長
の
山
中
収
三
顔
諭
の

作
詞
。
曲
は
慶
応
ラ
グ
ビ
ー
郡

部
歌
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

し
．
日
々
三
綱
を
銘
配
し
て

鍛
え
た
り
精
神
と
技
能

石
桜
の
強
き
ラ
ガ
ー
に
は

必
勝
の
誓
い
竪
し

い
ざ
征
け
い
ざ
征
け
よ

堂
々
の
技
能
を
示
し

猛
き
精
神
一
に
し
て

ツ
ラ
ラ

ブ
ラ
ッ
ク
イ
エ
ロ
ー

ツ
ラ
ラ
ラ
ラ

ツ
ラ
ラ
ラ
ラ

ツ
ラ
ラ
岩
高

岩
高
ツ
ラ
ラ
ラ

＊
宿
敵
盛
中
を
大
差
で
下
し
、

気
分
農
場
の
帰
校
の
途
次
、

山
中
先
生
即
興
の
詞
。
庶
詞

は
ヶ
ツ
ラ
ラ
岩
中
岩
中
ツ

ラ
ラ
ラ
〃

［
追
記
］

以
上
は
平
成
1
4
年
7
月
迄
の

調
査
に
よ
り
知
り
得
た
、
い
わ

ば
石
桜
校
歌
・
応
援
歌
誕
生
に

関
わ
る
余
話
で
あ
る
。
調
査
に

当
り
、
中
村
嘉
明
先
生
、
畑
谷

守
長
氏
、
佐
川
隆
二
氏
、
吉
田

栄
一
氏
、
近
津
義
一
氏
に
貴
重

な
情
報
と
助
言
を
頂
き
、
亥
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

」

∵

」

．

…

／
ご
O
B
短
信

柔
道
部

敗
戦
後
暫
く
禁
止
さ
れ
て
い

た
柔
道
復
活
に
と
も
な
い
「
菜

種
会
」
と
命
名
し
故
赤
坂
俊
夫

氏
を
初
代
会
長
に
頂
き
4
、
5
回

親
睦
会
を
開
催
さ
れ
た
と
記
憶

し
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

逝
去
な
さ
れ
空
白
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
1
3
年
u
月
1

7
日

（
土
）
、
盛
岡
市
菜
園
・
三
寿
司

総
本
店
に
於
い
て
柔
桜
全
会
員

6
0
数
名
参
集
総
会
が
開
催
さ

れ
、
会
長
選
任
の
件
が
提
案
さ

れ
た
。
老
齢
（
7
8
歳
）
で
あ
る
こ

と
、
気
鋭
な
高
校
卒
業
者
よ
り

会
長
選
出
す
る
べ
き
と
力
説
し

「
新
し
い
酒
は
新
し
い
か
わ
袋

に
」
と
極
力
固
辞
し
た
が
、
会
議
が

長
引
く
こ
と
を
お
そ
れ
満
8
0
歳

ま
で
と
条
件
付
で
、
非
才
無
能

で
あ
る
が
柔
桜
会
の
会
長
に
就

任
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

会
長
東
根
酒
蔵

岩
校
柔
櫻
会

会
長
（
旧
1
2
回
）
東
根
酒
蔵

副
会
長
（
〃
〃
）
大
志
田
武

副
会
長
（
〃
1
3
回
）
赤
坂
祐
三

事
務
関
係
（
教
諭
）

佐
藤
正
俊
松
田
圭
二

卓
球
部
（
球
友
会
）

会
の
集
ま
り
は
、
新
年
会
と

還
暦
の
お
祝
い
事
な
ど
、
年
2

回
が
恒
例
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

球
友
会
員
は
、
1
4
0
名
ぐ

ら
い
で
す
が
、
会
へ
の
参
加
は

多
い
時
で
3
0
名
ぐ
ら
い
で
す
。

球
友
会
か
ら
現
役
部
員
へ
の
応

援
活
動
と
し
て
、
指
導
、
部
活

動
贅
な
ど
で
、
な
ん
と
か
名
門

復
活
の
手
が
か
り
を
つ
か
み
た

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

（
薪
2
0
璽
会
長
松
村
諭

▽
村
機
会

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
O
B
会
）

8
月
13
日
午
後
6
時
よ
り
盛

岡
市
内
「
さ
の
え
ね
支
店
」
に

て
。
村
上
照
五
郎
会
長
夫
妻
を

は
じ
め
、
小
枝
楷
博
副
会
長
、

顧
問
の
東
幸
男
先
生
に
も
ご
出

席
頂
き
2
5
名
の
参
加
と
い
う
大

変
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

▽
石
搬
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会

第
5
回
石
桜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

会
総
会
が
8
月
3
日
盛
岡
市
内

「
ホ
テ
ル
東
日
本
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

▽
楼
球
会
（
野
球
部
O
B
会
）

3
月
2
2
日
に
理
事
会
が
開
か

れ
、
4
月
1
3
日
に
は
盛
岡
市
内

「
初
駒
」
（
野
球
部
O
B
新
2
1
回

明
戸
均
）
に
お
い
て
桜
球
会
総

会
が
開
催
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会

に
は
学
校
側
か
ら
は
菊
地
治
雄

校
長
と
部
長
の
米
田
耕
市
先
生

の
ご
出
席
を
頂
き
、
和
や
か
な

中
に
も
建
設
的
な
意
見
が
取
り

交
わ
さ
れ
た
。

し
た
。

◆
岩
手
町
石
桜
会

1
1
月
1
5
日
午
後
7
時
か
ら
第

1
3
回
定
期
総
会
が
野
口
町
「
奈

良
屋
」
で
行
わ
れ
、
学
校
側
か

ら
は
菊
地
治
雄
校
長
が
出
席
。

約
2
0
名
の
参
加
に
よ
り
、
西
飽

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡

△
ク
ラ
ス
会
の
近
況

新
1
8
回
生
学
年
会

1
1
月
2
3
日
午
後
6
時
3
0
分
か

ら
つ
な
ぎ
温
泉
ホ
テ
ル
大
観
に

お
い
て
1
泊
2
日
で
開
催
。
来

賓
と
し
て
村
上
照
五
郎
会
長
は

じ
め
、
学
校
側
か
ら
菊
地
治
雄

校
長
に
ご
出
席
頂
き
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
・

■
事
務
局
よ
り

昨
年
、
生
徒
会
応
援
団
で
製

作
し
た
校
歌
・
応
援
歌
C
D
は

販
売
か
ら
早
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
各
支
部
の
総
会
や
ク
ラ
ブ
・

学
年
・
ク
ラ
ス
等
の
集
ま
り
に

は
で
き
る
だ
け
宣
伝
を
し
、
持

参
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
。
新
入
生
に
も
販

売
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
足
り

な
く
な
り
ま
す
と
追
加
製
作
致

し
ま
す
の
で
、
宜
伝
方
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

インターネットによる岩手高校のホームページが開設されており
ます。学校の概要や進学状況、クラブの紹介から戦績なども紹介さ

れております。修学旅行（12月10日－14日）は、今年も行動の様子
か写真入りで紹介されています。

今後も様々な情報を紹介してまいりますのでこ期待ください。
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